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a1 七hiomycin (1) 
テップであるチアゾリンーピロリノン聞のイミド結合形成の第 1 の方法としてチアゾリンカ lレボン酸ア
ジドとジケテンとの光反応を行なった。しかし乙の方法は目的物は得られるものの低収率で反応の再現
性についても問題があったので，第 2 の方法として D ーシステインの N- ヒドロキシノ lレボ lレネンジカ
ルボン酸イミドエステル 2 とピロリノンナトリウム塩 3 とを反応させる方法で行なったと乙ろ94%の収










althiomycin の全合成が初めて達成され，また乙の合成 iとより 1 の構造を確定することができた。
次i乙前述のalthiomycin の合成上の知見をもとに下図に示す 4 種の構造類縁体の合成を行ない，althｭ
lOmycm の構造 活性相闘に関する研究を行なった。その結果，チアゾール部，チアゾリン部，ピロリ
ノン部 3 つの構成部分はどれも必要であり，チアゾリン環 4 位の立体配置は S 配置，ア lレドキシムの幾


























次にエピア lレチオマイシン， (Z) ア jレチオマイシン，デヒドロキシメチルアルチオマイシンなど
の類縁体を同様に合成してその抗菌活性の測定結果から，この抗生物質の構造ー活性相関を論じ， i) 
チアゾール，チアゾリン，ピロリノンの各複素環の存在， 11) チアゾリン環 4 位の S 立体配置， 111) アル
ドキシム部分の E立体配置， iv) チアゾリン環 2 位の環外 Sp3炭素原子がそれぞれ活性発現に必須であ
ることが結論された。
以上のように稲見君の研究は特異な複素環を有する新しいタイプの天然有機化合物の全合成に始めて
成功したのみならず，この抗生物質の構造ー活性相関に深い洞察を与えたもので，理学博士の学位論文と
して十分価値あるものと認められた。
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